
平成27年度「ほっかいどうチャレンジテスト」学年末問題（第８回）

小学校第５学年

算数 解答（児童用）
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（割合〔倍〕）=（比べられる量）÷（もとにする量）なので、
９÷７.５＝１．２となります。

３.９を４とみて計算すると、４×０.２=０.８

３割は０.３だから、３００×０.３=９０となります。

１２の倍数は、１２、２４、３６、４８･･･
１８の倍数は、１８、３６、５４、７２･･･
なので、最小公倍数は、３６になります。

１２の約数は、１、２、３、４、６、１２
１８の約数は、１、２、３、６、９、１８
なので、最大公約数は、６になります。
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８ （例）

八角形は、１つの頂点から対角線をかくと、６つの三角形

に分けられます。

三角形の角の大きさの和は１８０°なので、八角形の角

の大きさの和は、１８０×６で求めることができます。

９

(1) ３９Ｌ (2) ５４.６Ｌ
１日にむだになっている水
の量は
３９×０.２=７.８（L）
１週間分なので
７.８×７=５４.６（L)

１週間は７日なので、
（３３＋３８＋３４＋３２＋４０＋４７＋４９）÷７=３９

１は、台形の面積の公式を使って
２は、台形を三角形２つに分けて
考えています。
３は、計算すると、１、２と同じ
になりますが、面積を求めた式
になっていません。

○ 横に補助線を引き、上下に立体を分けて考えると、
４×１３×５＋４×（１３－６）×３=３４４

○ 縦に補助線を引き、左右に立体を分けて考えると、
４×６×５＋４×（１３－６）×（３＋５）=３４４

○ 欠けている部分を全体から引くと、
４×１３×（３＋５）－４×６×３＝３４４

「対角線」という用語を使い、
１つの頂点から対角線をかくと、６つの三角形に分けられることと、
三角形の角の大きさの和は１８０°であることを使って
分かりやすく考え方を説明できていれば正解です。

（平行四辺形の面積）=（底辺）×（高さ）なので、
２ × ５ = １０
となります。


